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豊かな生物多様性を誇るコーラル・ト
ライアングルから冷たいフィヨルドの
海まで、未来に遺したい「

オ ー シ ャ ン ・ プ ラ ネ ッ ト
海の惑星」

の姿がここに！

すばらしい
海 洋 生物の世界

掲載写真200点以上！
今にも写真の外に泳ぎ出しそうな
決定的瞬間の数 。々

S E C R E T S  OF T HE SE A S

アレックス・マスタード［写真］　カラム・ロバーツ［著］

武田正倫［監修］　北川 玲［訳］



★

キャリア30年以上、
数 の々権威ある野生動物写真賞を受賞している

水中写真家アレックス・マスタードの傑作が一堂に。
受賞作や最新作も収録。

★

魚類はもちろん、甲殻類やイカ・タコ・クラゲ、
アザラシやジュゴンなど、興味深い生態解説とともに、

環境保護の視点から変動する海の“今のリアル”を活写。
★
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［写真］ アレックス・マスタード
英国出身の水中写真家。30年以上のキャリアをも
つ。2013年にGDT・ヨーロッパ・ワイルドライフ・フ
ォトグラファー・オブ・ザ・イヤーで最優秀賞を受賞。
同年、大英自然史博物館主催のワイルドライフ・
フォトグラファー・オブ・ザ・イヤーで部門賞を受賞。
最新刊の『Reefs Revealed（ベールを脱いだサン
ゴ礁）』は水中写真集の国際グランプリに輝いた。

［著者］ カラム・ロバーツ
英ヨーク大学環境学部教授。海洋保護を専門とす
る。著書『The Unnatural History of the Sea（乱
獲 の 歴 史 ）』と『Ocean of Life: How our Seas 
are Changing（変わりつつある海と生物）』は共に
ブックアワードを受賞。25年にわたり、英国内外
で科学的手法を取り入れた海洋生物保護活動に
力を注いでいる。

［監修者］武田正倫（たけだ・まさつね）
1942年、東京生まれ。九州大学大学院農学研究科博
士課程修了。農学博士。国立科学博物館動物研究部
部長、東京大学大学院理学系研究科教授、帝京平成大
学現代ライフ学部教授を歴任。現在は国立科学博物
館名誉館員、名誉研究員、国立感染症研究所寄生動物
部客員研究員。専門は海産無脊椎動物学。学術書か
ら一般書、児童書、翻訳書まで、多数の書籍、図鑑、辞
典類について執筆、監修を行なっている。

［訳者］北川 玲（きたがわ・れい）
翻訳家。訳書に『インフォグラフィックで見る138億
年の歴史』『若き科学者への手紙』『注目すべき125通
の手紙』（いずれも創元社）など多数。

好評既刊
世界で一番美しい
海のいきもの図鑑
吉野雄輔［著］　武田正倫［監修］
A4判・上製・232ページ・定価（本体3,600円＋税）

潜水歴40年、世界80カ国を旅してきた海洋写
真家が捉えた厳選写真375点を収載。撮影話
や生態解説とともに、多様な命に満ちた海の世
界を堪能できるビジュアルブック。

42  第2章  自然の姿とは？

左:セント・マイケルズ・マウンテンが間近に見えるイギリス
海峡で、ウバザメ Cetorhinus maximus がプランクトンに満ち
た水中を進んでいる。プランクトンは小さく、肉眼ではほとん
ど見えない。

海底も変わった。19世紀初頭に書かれた記述によると、海は透明で、海底に無数

の無脊椎動物がうごめいているのが見えたという。殻のごつごつしたカキもいた。

色とりどりのウミウシや魚の姿も見え、海の中は宝石をまき散らしたかのようだった。

今日、北欧の海岸には古い牡
か

蠣
き

殻
がら

がそこかしこにこびりついている。なかには馬

のひづめほど大きなものもある。かつてこの海には無数の生物がいたが、今日ま

で生き残っている種はごくわずかしかいない。過去の痕跡である牡蠣殻は、海の

豊かさが失われたことをひっそりと物語っている。

北大西洋の生物は数も減り、大きさもかつてより小さくなった。かつての大型生物

は姿を消し、もっと小型の生物が台頭してきた。ホウボウ、カジカ、マトウダイ、プ

レイス（カレイの仲間）、クルマエビ、アサリやハマグリなどだ。底引き網漁が頻繁

に行われ、浚
しゅん

渫
せつ

工事の影響もあり、海底はまるで陸地を鋤
すき

で耕したようになってし

まった。海底を覆っていた植物と、そこで暮らしていた動物のほとんどが姿を消し

た。今日の海底は砂と砂利ばかりになりつつある。目を凝らして見てみれば、美し

いものもすばらしいものがまだたくさん残っているが、今日の海は自然の力だけで

はなく、人が作り上げたものになってしまった。

上:大量に集まったプランクトンをあさるウバザメ Cetorhinus 
maximus 。プランクトンは主に甲殻類のカイアシ類 Calanus 
finmarchicus だ。場所はスコットランド、インナー・ヘブリ
ディーズのコール島付近で、この辺りの海は浅く、海上に露
出した岩もあるため、オーストラリアのケアンズに見たて、「ケ
アンズ・オブ・コール」と呼ばれている。ウバザメは体長12
メートル、体重4トンにも達する世界で2番目に大きな魚だ。
体が大きければ、それだけ必要な酸素量も増える。だからウ
バザメやジンベエザメ、オニイトマキエイといった巨大な種は
プランクトンを餌とし、食事の際には大量の海水をえらに通し
て呼吸も同時に行っている。

第7章　

美の本質
The nature of beauty

左:シタビラメとも言われるウシノシタの仲間ほど、体の色
を自在に変える魚は珍しい。写真はササウシノシタ科の 
Brachirus heterolepis 。西パプアのサオネク島の海底は砂
利で、それを模した斑点模様になっている。少し離れて見ると、
ウシノシタは涙のしずくがつぶれたような形だ。

魚は海の生物の中で最も目を引く存在だ。映画の主役になるほど人々

から広く愛されている。魚の美しさ、形の多様さにはとにかく圧倒される。

もし魚になろうと思ったら、そのための進路は呆れるほど数多く分かれ

ている。いったい、我 は々魚の何に惹きつけられるのだろう？ イギリスの

プリマスにあるナショナル・マリーン水族館で行われた実験によると、水

槽に入っている魚の数と種類が多いほど、癒し効果が高いという。来館

者はいろいろな魚の入っている水槽の前に立っている時間の方が長い。

また、被験者に測定器をつけたところ、魚を見つめ始めて数分以内に

心拍数と血圧が下がることが判明した。

32 第1章  測り知れない豊かさ

人類がますます支配力を強めているこの世界では、次のような問いは

不吉な響きを帯びることになる。開発のために森を伐採し、サンゴ礁を

つぶし、それによって種が失われて何が問題だというのか？　世の中に

はさまざまな種が存在しているのだ。そのうちの何種かがいなくなったと

して、我々が困る理由を納得のいくように説明できる人がいるのか？　こ

うなると不毛の世界へまっしぐらだ。この世の美しさやすばらしさが徐々

に減っていってしまうことになる。ウミウシやエビの存在価値を評価する

など不可能なのだ。こういう生物を見つけたときの楽しさや喜びの大き

さは数値で測れるものではない。モナリザやエジプトのピラミッド、グラ

ンド・キャニオンと同じように、ウミウシも何物にも代え難い存在だ。どこ

で生息していようと、現在生きている我 か々ら、そして我々の子孫からも

愛情を注がれ、守られ、大切にされてしかるべき存在なのだ。

上:体長わずか1センチのウミウシカクレエビ Periclimenes 
imperator が、自 分よりはるか に大きなニシキウミウシ 
Ceratosoma trilobatum の上に用心棒よろしく乗っている。
このエビはウミウシを動く食卓として利用しているのだ。ウミ
ウシの背中から粘液をつまみ、ウミウシが糞をすれば、糞ま
であさる。このウミウシには毒があるため、捕食者は手を出
さない。したがって、乗っているエビは自分の身を守ることも
できる。［インドネシアのモルッカ海にて撮影］

右:サンゴ礁では毎年何百もの新種が発見されている。この
非常に美しいペアの裸鰓類（らさいるい）（ウミウシ）は、それぞ
れ指の爪ほどの大きさしかない。学名は Doto greenamyeri 
で、2015年につけられたばかりだ。餌であるヒドロ虫に止
まって休んでいる。ウミウシにとって刺胞動物のヒドロ虫はス
パイシーなチリペッパーのようにピリッとした味わいなのだろ
うか？［バリ島のセラヤにて撮影］

148     第7章 美の本質

右:サンゴ礁でいちばん目を引くのは、その周囲に群がる魚
の群れだろう。なかでもひときわ目立つのがキンギョハナダ
イ Pseudanthias squamipinnis だ。この魚の群れは潮に運ば
れてくるプランクトンを採食したり、捕食魚が通るたびに安全
な場所に引っ込んだりと、たえず動いているが、群れの中に
はある構造が出来あがっている。オスは体色がやや濃く、メ
スのハーレムを守り、コントロールしているのだ。写真の群
れには背側がオレンジ色、腹側が青紫色のミナミハナダイ 
Luzonichthys waitei の群れも交じっている。

美しいと感じられる魚もいれば、そうではない魚もいる。その差はなんな

のか？ くすんだ色をして周囲に溶け込むことしか念頭にない魚は多い。

だが、カムフラージュの才能そのものを我 は々愛でることもある。隠れる

ことにかけては天下一品の魚、呆れるほど念の入った擬態をする魚を

見ると、我 は々すごいと思わずにいられない。カエルアンコウが海綿、岩、

岩礁を覆っている無脊椎動物などに擬態するさまはじつにみごとで、そ

れなりの美しさがそこにはある。タツノオトシゴの仲間がかわいいのは

誰しも認めるだろうが、美しいかというと意見が分かれそうだ―周囲

に完璧に溶け込むカムフラージュの才は別として。ウミウチワに生息し

ているピグミーシーホースはじつにカラフルだ。また、ケルプの間を泳ぐ

ウィーディ・シードラゴンは、その色と動きで植物のように見せかける。
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